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1. 研究概要
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• 2014年度からAMED研究(梶尾班)として開始
•多施設共同、糖尿病全例調査
•国立健康危機管理研究機構が日本糖尿病学会と連携して実施

•電子カルテの糖尿病標準診療テンプレートに入力
•テンプレートは複製可能（非効率な多重入力を省力化）
• SS-MIX2を活用、検査・処方コードの標準化を促進
•多目的臨床データ登録システム(MCDRS)を使用した効率的なデータ抽出と送信
•匿名化（特定の個人を識別できない）・暗号化通信
•被験者の同意は原則オプトアウト

診療録直結型全国糖尿病データベース事業（J-DREAMS*）

*Japan Diabetes compREhensive database project based on an Advanced 
electronic Medical record System



診療録直結型全国糖尿病データベース事業
（J-DREAMS） 研究実施体制

糖尿病多施設
症例データベース

症例分析

糖尿病臨床研究
推進拠点

糖尿病多施設
症例蓄積拠点

糖尿病クラウドセンター
症
例
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解析センター

J-DREAMS 事務局

各医療機関

各施設の電子カルテ

医師がJ-DREAMS
テンプレートを登録

収集Agent

SS-MIX2 GW
匿名化Server

MCDRS

暗号化通信
（VPN）

自動でデータ蓄積

匿名データ

日本糖尿病学会

•各教育認定施設への連絡
•収集項目の検討
•追加の研究テーマの検討
•その他各種支援の検討

東京大学医学部附属病院
• MCDRSの提供・改良、検討、
情報システムの構築

•情報システムの構築支援、
  仕様策定
•糖尿病患者登録（各医療機関と同様）

システム開発会社
•データ収集システム開発
•各医療機関にMCDRSを導入

電子カルテベンダー
•各医療機関に「糖尿病標準診療テンプレート」
を導入
•入力された診療内容をSS-MIX2拡張ストレージ
に格納するシステムの構築
•各医療機関のネットワーク整備

協力
連携

契約

匿名化・暗号化
されたDVD等

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置FW

SS-
MIX2

2025年9月末で ・75施設が参加 ・登録 115,645名
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 各施設の電子カルテに「糖尿病標準診療テンプレート」を導入
 各医師が糖尿病患者を診察する際に診療録の一部としてデータを入力

■収集項目
【電子カルテから自動抽出】
・患者基本情報 ・検査結果
・処方内容 ・病名情報

【医師入力のテンプレートから自動抽出】
・診療情報（病型、体重・血圧、合併症等）

効率的に大規模患者登録を実現

糖尿病標準診療テンプレート



データベース構成概要(収集項目)
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糖尿病多施設症例データベース（※黄色枠内は主な項目）

糖尿病標準診療
テンプレート 患者基本情報

検査結果 処方薬 病名情報

性別
生年月

10万件(人)

3000万件

100万件

1100万件 800万件

診療日
体重、腹囲、血圧、脈拍
家族歴
合併症（次ページ参照）
糖尿病治療薬、降圧薬
脂質異常症治療薬、抗血小板薬
インスリン使用状況
GLP-1受容体作動薬使用状況

診断日
病名（接頭語、接尾語、
確実性）
転帰情報

検査実施日
検査コード
検査結果値
検査結果単位

処方日
医薬品コード
投与量
投与期間

対象：次ページ参照 対象：全薬剤



8

【最終目標】

100 施設
200,000 人

2024年1月に
目標10万人達成

8万人達成！

10万人達成

55,104 人

24 施設
18,940 人

73施設
100,652 人

69 施設
84,170 人

75施設
114,585 人

2. 進捗状況

2-1. 参加施設数・データ収集状況 （2025年9月現在）



2-2. 参加施設 （2025年9月現在 75施設）
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• 国立健康危機管理研究機構
• 国立健康危機管理研究機構国府台病院
• 東京大学医学部附属病院
• 北里大学北里研究所病院
• 自治医科大学附属病院
• 自治医科大学附属さいたま医療センター
• 秋田大学医学部附属病院
• 旭川医科大学病院
• 市立旭川病院
• NTT東日本札幌病院
• 愛媛大学医学部附属病院
• 大阪大学医学部附属病院
• 岡山大学病院
• 鹿児島大学病院
• 金沢大学附属病院
• 九州大学病院
• 熊本大学病院
• 神戸大学医学部附属病院
• 佐賀大学医学部附属病院
• 筑波大学附属病院
• 東京科学大学病院
• 東北大学病院
• 徳島大学病院
• 鳥取大学医学部附属病院
• 虎の門病院

• 虎の門病院分院
• 長崎大学病院
• 新潟大学医歯学総合病院
• 三重大学医学部附属病院
• 山口大学医学部附属病院
• 岩手医科大学附属病院
• 岩手医科大学附属内丸メディカルセンター
• 近畿大学病院
• 順天堂大学医学部附属順天堂医院
• 滋賀医科大学医学部附属病院
• 恵寿総合病院
• 信州大学医学部附属病院
• 千葉大学医学部附属病院
• 東京都健康長寿医療センター
• 愛知医科大学病院
• 国立病院機構 横浜医療センター
• 国立病院機構 九州医療センター
• 富山大学附属病院
• 国立病院機構 熊本医療センター
• 国立病院機構 大阪医療センター
• 国立病院機構 鹿児島医療センター
• 東京女子医科大学病院
• 川崎医科大学附属病院
• 島根大学医学部附属病院
• 岐阜大学医学部附属病院

• 倉敷中央病院
• 国立病院機構 仙台医療センター
• 藤田医科大学病院
• 名古屋大学医学部附属病院
• 慶應義塾大学病院
• 大阪急性期・総合医療センター
• 群馬大学医学部附属病院
• 小牧市民病院
• 東北医科薬科大学病院
• 福島県立医科大学附属病院
• 横浜市立大学附属病院
• 徳島県立中央病院
• 市立豊中病院
• NTT東日本関東病院
• 横浜市立市民病院
• 関西電力病院
• JCHO東京山手メディカルセンター
• 北里大学病院
• 和歌山県立医科大学附属病院
• 東京医科大学病院
• 宮崎大学医学部附属病院
• 山梨大学医学部附属病院
• 国立長寿医療研究センター
• JCHO大阪病院
• 大阪府済生会千里病院



診療記録アセスメント（抜粋）
６施設（熊本、徳島、NCGM、神戸、山口、近畿）300症例の糖尿病標準診療テンプレートの導入前後
（３年前から３年後）の記載状況を調査
BMI情報の有無 糖尿病の病型分類の記載

大血管症の記載の有無網膜症の記載の有無

←導入前 導入後→

←導入前 導入後→ ←導入前 導入後→

←導入前 導入後→



研究の概要・デザイン 2017年 横断観察・合併症の併存割合 2021年

これらに加えて：
10本の研究が解析も含めて進行中
・腎機能不全と（腎性）貧血と合併症の関係
・１型糖尿病の調査研究（日本糖尿病学会）
・治療に伴う重症低血糖（日本糖尿病学会）
・糖尿病性腎症と糖尿病網膜症（神戸大学）
・NASH/NAFLD（NCGM 国府台病院）

3．J−DREAMSデータを活用した研究の進行状況

GLP-1R作動薬の実態調査 2023年

腎性貧血と合併症 2024年

・１型糖尿病患者における肥満症（神戸大学）
・腎機能低下時の糖尿病治療選択
・糖尿病クラスター分類（福島県立医大）
・膵癌・肝癌合併の糖尿病患者の特徴（東北大学）
・MRAの糖尿病患者への使用実態

心不全の危険因子 2025年



Ohsugi M et al. Diabetes Res Clin Pract. 2021 Apr 30;108845. doi: 10.1016/j.diabres.2021.108845.より作図 

日本人の2型糖尿病患者における併存疾患・合併症
併存疾患・合併症の数（n=10,151)

2疾患:22.5%

3疾患:27.4%

≧4疾患
:43.0%

0(T2DMのみ）:0.5%
1疾患:6.6%

主な併存疾患・合併症の患者数

対象：診療録直結型全国糖尿病データベース (J-DREAMS)参加医療機関（病院の外来など）を受診し、2017年4月1日から2019年3月31日の間にデータ
ベースへ新規登録もしくは1回以上のデータ更新があった20歳以上の2型糖尿病患者のうち、主要な患者背景情報及びうっ血性心不全と心血管疾患 (冠動
脈疾患、脳血管疾患及び末梢動脈疾患)の既往歴情報全てが存在した患者10,151例。

方法：J-DREAMSに登録された日本人2型糖尿病患者のデータを抽出し、レトロスペクティブ解析を行った。慢性腎臓病はeGFR値が60mL/min/1.73m2未満と
定義した。
高血圧は収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血圧90mmHg以上の患者、或いは降圧薬の処方がある場合と定義した。
脂質異常症は、LDLコレステロール値が100mg/dL以上の患者、或いは脂質異常症治療薬の処方がある場合と定義した。
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J-DREAMSデータを用いた研究例 （2025年9月現在）
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J-DREAMSデータを用いた研究例 （2025年3月現在）



診療録直結型肥満症データベース：J-ORBIT
J-ORBIT：Japan Obesity Research Based on electronIc healTh record

日常診療（カルテのバックアップ 研究

日常診療を行うだけで「構造化データ」が蓄積される

日本糖尿病学会が既に同システムで62施設、約7万人を登録（J-DREAMS事業）

SS-MIX2

検体検査や
処方の情報

標準化ストレージ

診療端末

拡張ストレージ

診療テンプレート

肥満症

テンプレート情
報

電子カルテネットワーク

データ
引き抜き・
匿名化の
システム
構築

データセンター

蓄積・分析

MCDRS
Agent

サーバーに
暗号化送信
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小川 渉先生
より供与

5年程度の期間に20施設、1万人以上の登録を目指す（ J-ORBIT事業）

4．その他の診療録直結型データベースへの展開



電子診療録直結型データベース間の
情報連携システムへの展開

糖尿病テンプレート 肥
満
症
テ
ン
プ
レ
ー
ト

施設電子診療録

高血圧テンプレート

肝疾患テンプレート

「テンプレート串刺し」による
効率的包括疾患情報収集システム

連携
自動転記

整形外科テンプレート

63 施設、7万人の糖尿病患者
データが蓄積されている

J-DREAMSとの連携

相互の機能強化
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1.糖尿病のリアルワールドデータの診療ガイドラインへの反映

2.糖尿病合併症進展リスク因子の検索と介入法の同定

3.糖尿病薬の副作用について発生頻度やリスク因子の確認

4.糖尿病について未解決課題の発見

5.標準化されたカルテを用いることによる糖尿病診療の質の改善

大規模データベース作成による糖尿病医療の革新的進歩

5．J-DREAMSの意義
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J-DREAMS

Biobank

J-DOIT3

JDOME

NDB

医療コスト・
費用対効果の推定

AIによる診療
アルゴリズム解析

患者の特性にあわせた
治療法の提案

リアルタイム
診療ガイダンス

ガイドラインや
診療報酬への反映
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